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‐
佐
井
村

村
民
憲
章

一
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識

心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
健
康

と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

交

通

熈

」
事

僣

忌

日

二

、（

）
Ｏ

Ｏ

日

を

心

ざ

し
一
に
、

＝

秋

の

交

通

安

全

パ

レ

ー

ド
＝

秋
の

全

国

父
通

安
全

運

動

期

間

中

の
九

月

二

十

一
日

、

管

内

小
中

学

生

、

各
団

体

か

ら
二

百

名

が

参

加

し

て
、

秋

の

交

通
安

全

パ
レ

ー

ド
が

行

わ

れ
ま

し

た

。

「

安

全

を
、
い
つ

も

㈲
に

ふ

む

ペ

ダ
ル

」
の

標
語

の

も

と
、

交

通

死

亡

事

故

ゼ
ロ

の
日

、
二

、
〇

〇

〇

日

を

め

ざ

し

、
村

民

一
人

一
人

が

交

通

安

全

運

動
に

取

り

組
ん

で

い

き

ま

し

よ

う

。

▲

主

な

内

容

▼

２

台
風
１２
号
大
暴
れ

３
～
４

街
の
話
題

５

矢
越
願
掛
岩
鬩

６
～
フ

教
育
だ
よ
り

Ｂ
～
９

保
健
婦
だ
よ
り

１０

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１１

交
母
だ
よ
り

１２

出
稼
ぎ

現
地
の
み
な
さ
ん

１３

歳

時

記

掃

戸
籍
の
窓
口



台 風 １２号 大 暴 れ
．
ク

被害額 ４` 億５千万円、、にのぼる

▲６メートルを超える大波が佐井村に打ち寄せた

八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
一
日

に
か
け
て
、
台
風
十
二
号
に
よ
る

強
風
と
高
潮
に
よ
り
、
村
の
主
要

産
業
で
あ
る
漁
業
を
中
心
に
大
打

撃
を
う
け
ま
し
た
。

特
に
磯
谷
地
区
で
は
、
七
～
八

メ
ー
ト
ル
の
高
波
が
、
高
さ
四
・

五
メ
ー
ト
ル
の
防
波
堤
を
越
え
て

押
寄
せ
、
漁
船
の
破
損
、
漁
具
や

資
材
の
流
失
、
納
屋
の
損
壊
な
ど

大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
漁
を
期
待
さ
れ
て
い

た
こ
ん
ぶ
の
流
失
、

言

く
り
育

て
る
漁
業
」
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
、
こ
ん
ぶ
養
殖
施
設

あ
わ
び
か
ご
養
殖
施
設
等
の
流
失

に
よ
り
、
水
産
関
係
で
二
億
円
以

上
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
対
応
策
と
し
て
、
村
と
漁

協
が
一
体
と
な
っ
て
急
を
要
す
る

干
場
の
復
旧
に
万
全
を
期
し
、
こ

ん
ぶ
生
産
の
向
上
に
努
め
る
一
方
、

漁
民
の
生
活
源
と
な
る
漁
船
の
早

期
補
修
、
改
修
に
も
努
め
、
漁
業

操
業
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
、

数
十
隻
の
動
力
舳
の
復
旧
に
も
努

め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
九
月
九
日
に

は
、
青
森
県
議
会
水
産
商
工
常
任

委
員
一
行
九
名
、
県
水
産
部
一
行

六
名
が
来
村
し
、
村
長
、
漁
協
組

合
長
ら
が
被
害
状
況
を
説
明
。
さ

ら
に
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
県
水
産
部
理
事
よ

り
、
早
急
に
実
施
で
き
る
も
の
か

ら
対
応
す
る
旨
報
告
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
国
に
も
天
災
融
資
法
の
早

期
実
現
を
各
県
と
歩
調
を
合
せ
て

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
県
と
し

て
も
単
独
で
対
応
で
き
る
栽
培
漁

業
（
あ
わ
び
、
ひ
ら
め
、
こ
ん
ぶ
）

に
っ
い
て
も
約
束
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
議
会
水
産
商
工
常
任

委
員
一
行
も
、
予
想
外
の
被
害
に

対
し
て
重
視
し
、
積
極
的
に
財
政

当
局
に
対
し
強
力
な
働
き
か
け
を

し
て
い
く
と
、
力
強
い
回
答
を
い

た
だ
き
陳
情
を
終
え
ま
し
た
。

『台風１２号による被害状況 判立：千円

被 害 状 況 被 害 場 所 被害数量 金 額

人 的 被 害（軽傷） 長後 １人 ／
住

家

一 部 破 損 原田・古佐井・牛滝 ６棟 ３６０

床 下 浸 水 原田 １棟 ／

非築
公 共 建 物 磯谷・長後 ２棟 ５００

そ の 他 原田・古佐井・矢越・磯谷・福浦・牛滝 １８棟 ２，９５４

田 潮 風 害 原田・古佐井・大佐井 ３３．７ｈａ ２９，３３５
畑 潮 風 害 原田・古佐井・大佐井 ↓２ｈａ １，３７３

農業施設（放水路） 古佐井 １ヶ所 ５，０００
観 光 施 設 矢越 １ヶ所 ２００

道 路 矢越・磯谷 ３ヶ所 ２，５００

漁 港 ・ 導 船 溝 原田・犬佐井・矢越・磯谷・福浦 ６ヶ所 １７３，３００

船 舶 原田・磯谷・長後

大破 ８隻

中破 ３隻

小破 １８隻

１６，８８０

干 場 原田・古佐井・大佐井・矢越・磯谷・長後 １２ヶ所 ２，６１９

漁 具 原田・矢越・磯谷・長後・福浦 底建網一式他 １７，４９６

こ ん ぶ養 殖施 設 原田・古佐井・犬佐井・矢越 ３３基 ３，↓５７

魚

貝

藻

類

真 こ ん ぶ

も づ く

活 平 目

あ わ び

全 村

１４０ｔ

拓ｔ

８０ｋｇ

５１，９００個

１６８，２７８

７，２００

３４０

１７，２４６

合 計 ４４８，７３８

▲大破した漁船（磯谷地区）

▲県議会水産商工常任委員も来県

▲陳情する村長



「
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
」を

み
ん
な
の
善
意
の
浄
財
で

青
森
県
共
同
募
金
会
佐
井
村
分
会
長

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会
長

東

出

昇

国
民
た
す
け
あ
い
の
、
昭
和
六

十
二
年
度
共
同
募
金
が
「
わ
か
ち

あ
う
幸
せ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か

か
け
、
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉

に
開
始
さ
れ
ま
す
。

佐
井
村
分
会
で
は
、
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
、
村
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
援
助
を

賜
わ
り
、
昨
年
度
は
目
標
額
三
九

三
、
一
〇
〇
円
に
対
し
六
六
〇
、七

五
七
円
、
一
世
帯
当
り
五
八
三
円
の

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

民
間
刀
仕
会
高
陣
事
霎
は
、
こ

の
共
同
募
金
が
唯
一
の
財
源
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
社
会
福
祉
は
、

行
政
サ
イ
ド
の
税
金
を
財
源
と
す

る
も
の
と
、
民
間
サ
イ
ド
の
住
民

の
善
意
の
お
金
と
心
の
た
す
け
あ

い
に
よ
る
も
の
が
両
輪
と
な
っ
て

福
祉
社
会
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

福
祉
制
度
は
充
実
し
た
と
は
い

え
、
ま
だ
私
た
ち
の
周
囲
に
は
肉

体
的
、
経
済
的
、
家
庭
的
そ
の
他

種
々
な
事
情
で
、
手
を
差
し
の
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
こ
の
社
会
的
要
望

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年
度
の
募
金
実

績
額
六
六
〇
、七
五
七
円
に
対
す
る

佐
井
村
へ
の
配
分
金
に
っ
い
て
、

そ
の
使
途
を
説
明
し
ま
す
。

▼
社
会
福
祉
資
金
に
は
匸
二
二
五
、

一
七
三
円
。
こ
の
内
訳
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
育
成
補
助
に
五
〇
、〇
〇
〇

円
。
母
子
福
祉
活
動
補
助
に
三
〇
、

○
Ｏ
Ｏ
円
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

活
動
補
助
に
二
〇
、〇
〇
〇
円
、
地

域
福
祉
活
動
補
助
に
ニ

ー
五
二

七

三
円
、
親
と
子
の
集
い
に

Ｉ
〇
、〇

〇
〇
円
。
▼
施
設
補
助
（
牛
滝
、

福
浦
、
長
後
、
矢
越
地
区
季
節
保

育
所
開
設
費
補
助
）
に
は
八
三
、八

〇
〇
円
。
▼
施
設
入
居
者
歳
未
見

舞
金
に
は
Ｉ
〇
五
、〇
〇
〇
円
。
▼

募
金
推
進
、
資
材
費
に
は
四
六
、七

三
〇
円
。
▼
社
協
法
人
化
研
修
費

に
は
Ｉ
〇
〇
、〇
〇
〇
円
。
合
計
六

六
〇
、
七
〇
三
円
で
、
募
金
額
の
約

一
〇
〇
％
が
佐
井
村
の
社
会
福
祉

の
た
め
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
佐
井
村
の
共
同
募

金
目
標
額
が
四
〇
九
、七
〇
〇
円
に

な
り
ま
し
た
。
一
世
帯
当
り
に
し

ま
す
と
三
六
四
円
に
な
り
ま
す
が

生
活
世
帯
、
老
人
世
帯
、
低
所
得

世
帯
を
除
き
ま
す
と
四
八
五
円
五

四
銭
に
な
り
ま
す
。

出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
れ
入

り
ま
す
が
、
当
分
会
の
奉
仕
団
、

並
び
に
行
政
連
絡
員
の
方
々
に
募

金
の
お
願
い
に
お
伺
い
し
て
頂
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
節

は
多
分
の
ご
芳
志
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
職
域
の
方
々
に

は
戸
別
募
金
と
重
複
す
る
な
ど
申

し
か
ね
ま
す
が
、
例
年
ど
お
り
バ

ッ
チ
募
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

共
同
募
金
は
、
ど
こ
ま
で
も
み

な
さ
ん
の
任
意
の
寄
付
金
で
す
。

そ
の
点
を
十
分
ご
了
解
い
た
だ
き

ま
し
て
、
で
き
る
限
り
善
意
の
浄

財
を
ご
寄
付
く
だ
さ
る
よ
う
謹
ん

で
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ち

よ

つ

と

一

言

あ
な
た
の
家
の
昨
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
、
楽
し
か
っ
た
で
し
よ
う
か
。

私
は
痛
い
目
に
あ
い
、
悲
し
い

思
い
で
す
。

私
は
地
上
の
動
植
物
に
酸
素
を

供
給
し
た
り
、
水
資
源
を
保
っ
た

り
し
て
い
る
、
北
海
道
生
れ
の
ト

ド
マ
ツ
で
す
。

残
っ
た
姿
で
一
生
懸
命
生
き
て

い
き
ま
す
。
私
の
上
部
を
切
り
取

っ
た
方
、
ま
た
他
の
木
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ト
ド
マ
ツ
よ
り

１１０月１日～１２月３１日

少年防犯野球大会

８月２９Ｆ］、３０日の両日にわたり、

大間中学校グランドを会場に、青少

年の健全育成を目的とした大間地区

少年野球大会が開催されました。

参加チームは５チーム。各試合と

も熱戦が展開され、佐井ホチームは

他チームに圧勝レ 見事に優勝を果

しました。

関係者のみなさんのご声援に感謝

申しあげるとともに、青少年の健全

育成にご協力をお願いいたしますＯ

青少年育成村民会議

佐

井

小

学

校

下
風
呂
小
学
校

奥

戸

小

学

校

大

間

小

学

校

易
国
間
小
学
校



「
下

北

半

島

展

」
開

催

さ

れ

る

Ｉ
磯
谷

”き
つ
ね
踊
り
”
も
上
演－

下
北
半
島
の
も
つ
自
然
の
豊
か

さ
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、
下
北
の

魅
力
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地
域

活
性
化
を
目
指
し
、
八
月
二
十
八

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
、

青
森
市
の
ア
ス
パ
ム
で
「
下
北
半

島
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
下
北
二
十
景
写
真

Ｊ
Ｉ
ナ
ー
、
郷
土
芸
能
お
祭
り
Ｊ

Ｉ
ナ
ー
、
特
産
品
の
展
示
即
売
＝

Ｉ
ナ
ー
、
下
北
半
島
開
発
Ｊ
Ｉ
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
佐
井
村
か
ら
は

郷
土
芸
能
Ｊ
Ｉ
ナ
ー
に
、
磯
谷
敬

神
会
の
キ
ツ
ネ
踊
り
が
出
演
し
、

訪
ず
れ
た
人
だ
も
の
喝
采
を
浴
び

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
歴
史
自
然
Ｊ
Ｉ
ナ
ー

に
は
福
浦
歌
舞
伎
の
紹
介
、
特
産

品
の
展
示
即
売
Ｊ
Ｉ
ナ
ー
に
は
、

佐
井
漁
協
の
加
工
品
、
甘
塩
う
に
、

サ
ー
モ
ン
ス
ラ
イ
ス
、
わ
か
め
芯

の
合
え
も
の
、
ぼ
っ
け
み
り
ん
干

し
、
サ
ケ
チ
ッ
プ
ス
、
サ
ケ
フ
レ

ー
ク
が
、
下
北
ヒ
バ
エ
芸
企
業
組

合
か
ら
ヒ
バ
の
ま
な
板
、
お
し
ぼ

り
受
け
、
調
理
ヘ
ラ
が
そ
れ
ぞ
れ

出
展
。
期
間
中
を
通
じ
て
、
青
森

村
人
会
、
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
の
会
員

の
方
々
が
多
数
お
い
で
に
な
り
、

特
産
品
の
売
り
上
げ
も
、
三
日
間

で
四
十
二
万
円
に
達
す
る
な
ど
、

犬
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

▲好評だった即売コーナー

▼きつね踊り

「
目
で
見
る
県
政
婦
人
バ
‐７〈
」
に
参
加
し
て

古
佐
井

奥

本

昌

子

九
月
二
日
、
む
っ
市
、
下
北
郡

の
町
村
、
野
辺
地
町
、
横
浜
町
、

六
ヶ
所
村
か
ら
、
四
十
四
名
の
婦

人
が
参
加
し
て
「
目
で
見
る
県
政

婦
人
バ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
施
設
な
ど
の
見
学
や
、
こ

れ
に
関
連
す
る
事
業
の
紹
介
、
知

事
と
の
懇
談
を
通
じ
て
、
県
政
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
県
の
現
状

を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
は
今
回
で
四
回
目

に
な
り
ま
す
。

見
学
施
設
は
、
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
県
庁
、
郷
土
館
、
県
立

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
安
生
園
」
で

す
。最
初
の
見
学
施
設
は
「
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
い
で
す
。
。
見
る
”

日
常
生
活
に
役
立
つ
パ
ネ
ル
な
ど

の
展
示
。
資
料
、
参
考
書
な
ど
を

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
〃
聞
く
″

商
品
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
疑
問
や
苦

情
解
決
の
た
め
の
消
費
相
談
を
、

電
話
や
手
紙
了
受
付
し
て
い
ま
す
。

”
た
め
す
”
苦
情
品
の
テ
ス
ト
、

栄
養
、
添
加
物
の
品
質
テ
ス
ト
、

な
ど
を
行
い
ま
す
。

”
考
え
る
”

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
消
費

者
教
育
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す

次
に
県
庁
の
見
学
で
す
。
県
議

会
室
に
案
内
さ
れ
、
ど
こ
の
席
で

も
い
い
と
言
わ
れ
、
三
十
二
番
の

菊
池
渙
治
さ
ん
の
席
に
す
わ
り
、

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
北
村
知
事

と
昼
食
を
一
緒
に
取
り
な
が
ら
の

懇
談
会
で
は
、
知
事
か
ら
「
政
治

経
済
は
、
ど
こ
も
主
人
の
方
が
詳

し
い
。
婦
人
に
も
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
き
た
く
、
こ
の
事
業
を
計

画
し
た
。
青
森
県
は
、
魚
も
野
菜

も
自
然
の
景
勝
も
よ
い
。
人
心
他

県
に
劣
っ
て
い
な
い
。
う
ま
く
い

っ
て
い
な
い
の
は
、
季
節
産
業
で

忙
し
い
時
季
と
ひ
ま
な
時
期
か
お

り
、
働
く
場
所
が
足
り
な
い
た
め
、

県
全
体
の
学
卒
者
の
就
職
の
場
が
な

く
若
い
人
が
県
外
に
出
て
い
る
。」

な
ど
の
話
し
か
お
り
圭
し
か
。
ま

た
、「
今
日
は
佐
井
村
か
ら
何
人
参

加
で
す
か
。」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
り
、
佐
井
村
を
心
に
か
け
て
い

る
気
持
ち
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

次
の
見
学
施
設
「
郷
土
館
」
で

は
、
大
昔
か
ら
現
在
ま
で
の
青
森

県
の
姿
を
、
実
物
資
料
で
展
示
。

四
季
の
自
然
、
動
物
、
植
物
の
紹

介
。
そ
の
他
ど
れ
も
こ
れ
も
社
会

勉
強
に
役
立
つ
も
の
で
、
佐
井
の

子
ど
も
た
ち
に
も
見
学
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

次
の
見
学
施
設
「
養
護
老
人
ホ

ー
ム
」
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
移

転
新
築
さ
れ
た
と
の
事
で
、
大
き

く
広
く
明
る
い
建
物
で
、
定
員
百

名
、
職
員
二
十
二
名
で
六
十
五
歳

以
上
の
入
所
者
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
場
、
軽
作
業
の
場
と
し
て
、

楽
し
く
く
っ
ろ
げ
る
ホ
ー
ム
で
し

た
。以
上
四
ヶ
所
の
施
設
を
見
学
し

自
分
の
目
で
見
て
、
実
に
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
施
設
で
も
、
こ
の
た
び
の
台

風
十
二
号
に
よ
る
佐
井
村
の
被
害

に
、
お
見
舞
い
の
言
葉
か
お
り
、

あ
り
か
た
く
も
思
い
ま
し
た
。
私

は
、
亡
父
が
村
政
担
当
以
前
か
ら

色
々
の
思
い
で
通
っ
た
で
あ
ろ
う

県
庁
が
一
番
心
に
残
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
暖
か
く
迎
え
て
お
世

話
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
み
な
さ

ん
に
、
厚
く
御
礼
と
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。



一
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／
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岩

王

大

権

現

（

天

狗

様

）

男
岩

に

「
岩

王

犬

権

現

社
」

が

あ

る

。
天

狗

様

が
杷

ら

れ

て

い

る

と

い
わ

れ

る

。

勧
請

け

文

政

三

年

二

八
二

〇

、

そ
れ

か

ら

二

十

七

年

後
の

弘

化

四
年

（
一
八
四
七

）

に

修

復
さ

れ

て

い

る
。

権
現

と

は

、
権

（
仮

）

に
現

わ

れ

る
と

い
う

意
味

で

、

権

化
と

も

解
さ

れ

る

。

イ

ン

ド
な

ど
で

発

想

さ

れ
た

、

仏
や

菩

薩

が

、
人

々

（
衆

生
）

を

救

う
た

め

、

日
本

の
神

の

姿
に

変

化

し

て
こ

の

世
に

現

わ

れ

た

…

…

ほ
ん
じ
す
い
じ
や
く

と

す

る
、

本

地

垂

迹
説

か

ら

、
熊

野

・

山
王

・
白

山

・
蔵

王

・
春
日
・

日

光
三

所

・

箱

根
三

所

・

富
士

・

愛

宕

・
東

照

・

清
滝

な

ど

の

多

く

の

権
現

が

生

じ
た

。

こ

の
神

仏
混

交

か
ら

、

山
伏

、

修

験
道

が

盛

ん

に
な

っ
た

。

佐
井

村

で

は

、
古

く

か

ら

獅

子

頭

を

、

「
権

現

様

」
と

し

て

崇

め

た

。天
狗

は

、

古

代
中

国

で

は

、「
チ

ン

ク
」

と

言

っ

て
、

流

星
や

慧

星

（
ほ
う

き

星

）

の
光

り
の
尾
か
ら
、

「
天

の
犬

」「
天

の

猖
」
と

も
考

え

、

妖

星
と

み

て

、

こ

の

星
が

出

る

と

凶
兆

と

し

た

。

日
本

で

も

同

じ
見

方

を

し

た

。

中
国

で

は

山

獣

の
一
種
と

も
解
し

、

仏

教
で

は

、

夜

叉
や

悪

魔

と
さ
れ
、

日
本

に

伝

来

し

て
か

ら

は

、

山
獄

信

仰

の
山

伏

修

験
道

と

つ
な

が

っ

た

。天

狗

は

、

天
界
や
深

山
に
住
み

、

形

は

山
伏

姿

で

体
に
羽
翼
を

つ
け
、

赤

面
で

い
ち

じ

る
し

く

鼻

が
高
く
、

手

足

の
爪

が

長

い

。

更

に

、

金

剛

杖

・
太

刀

・
羽

団

扇

を
持

ち

、

神

通
力

か

お

り

、
飛

行

は
自

在

と

い

う
、

神

秘

格

を

も

つ
よ
う

に

な

っ

た

。

天

狗

の

奉

納

絵

犬

権

現
社

は

、

明

治
二

十

八

年

九

月
三

日

（
陰
暦

七
月

十

五

日

）

に

新
築

さ

れ

た

。

こ

の
社

に

、

陸

奥

国

下

北
郡

矢

越

村

氏

子
中

明

治

二

十

八

年
口

口
三
字
欠
損
）

十
五

日

御

堂
口

口
（
二
字
欠
損
）

奉

納

と
墨

書

さ

れ

た

彩
色

画

か

お

る

。

明

治

二

十

八
年

の
二

字

欠

損

の

字

は

「
七

月

」

、
御

堂

の

二
字

欠

損

の
字

は

「
新
築

」

と

判

読

で

き

る

。こ

の
絵

図

の
左

側

に

は

、

男

山

が
画

か

れ

、
頂

上

に
は

数

本

の

木

か
お

り

、

少

し
下

っ
た

所

に

堂
字

（

権
現

社

）

か
お

る
。

更

に

下

方

左
側

に
、

松

の

大

木

が

一
本

と

、

カ

ヤ
葺

き

屋

根

と
柴

垣

を
め

ぐ

ら

し
た

五

戸

の

人
家

が

岩

す
そ

に

配

置
さ

れ

て

い

る

。

岩

上

か

ら

白
雲

に
立

乗

り

し

た

天

狗

が
、

真

紅

の
衣

を

ま

と

い

、

白

い
髪

と

ヒ

ゲ

を
豊

か
に

、

左

手

に

羽
団

扇

を

持

っ

て
見

下

ろ

し

て

い
る
。
右
手
に
、
黒
羽
織
と
箝
の
村
長

ら
し
き
男
一
名
、
次
に
童
児
、
そ

の
側
に
整
っ
た
衣
裳
の
女
一
名
、

次
に
女
一
名
、
次
に
腰
ミ
ノ
を
付

け
た
漁
師
二
名
、
い
ず
れ
も
ひ
ざ

ま
じ
き
、
天
狗
に
合
掌
拝
礼
を
し

て
い
る
。

背
景
は
、
海
、
右
の
や
や
大
き

い
島
は
、
女
岩
を
意
味
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
社
に
、
ガ
ラ
ス
絵
が
一
枚

保
存
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
絵
は
、
文
化
年
間

二

八
〇
四
～
一
八
一
八
）
に
、
す
で

に
み
ら
れ
、
明
治
初
年
に
文
明
開

化
の
風
潮
と
と
も
に
、
歌
川
派
風

の
浮
世
絵
的
が
、
盛
ん
に
作
ら
れ

た
。作
り
方
は
、
ガ
ラ
ス
の
表
面
か

ら
下
図
を
画
き
匸

畏
面
か
ら
逆
の

順
序
で
色
を
重
ね
、
最
後
に
色
が

剥
げ
落
ち
な
い
よ
う
に
、
和
紙
を

貼
り
っ
け
る
。

権
現
社
の
も
の
は
、
縦
２９
セ
ン

チ
、
横
２０
セ
ン
チ
で
、
左
上
隅
に

『
角
海
老
棲
内

染
之
介
』
と
書

か
れ
、
裏
書
に
『
奉
納

明
治
世

四
年
十
一
月
一
日

館
脇
末
吉
』

と
あ
る
。

民

俗

資

料
と

し

て

、

氏

子
の

人

達

は

特

別

保
存

を

考
え

る

べ
き

で

あ

る

。

こ

の
社

の
周

施

人

は
、

中

村

力

松

・

館

脇
繁

松

、

大
工

は
、

長

鵤

倉

吉

・
宮

川

要

助

・

西
村

多

右

衛

門

・

宮

川

善
之

助

。

漁

師

の

寄

付

名

札

こ

こ

に

残
さ

れ

て

い

る

、
漁

師

達

の

寄
付

名

札

は

、

佐
井

村

の
漁

業

史

上

、

き
わ

め

て

貴
重

な

も
の

で

あ

る

。

◇
矢

越

の
分

○
宮

川

徳
松

（
壱

円
弐

拾

八
銭

）

○
若

へ
女

中

（
壱

円

五
拾

銭

）

Ｏ

中

村

弥
十

郎

・
家

内

中

（
壱

円

五

拾

銭

）

○
中

村

利

喜

松

（
壱

円

七

拾

銭

）

○
矢

越

村

薬

師
様
（
弐

巴

〇
館

脇

繁
松

（
弐

円

五
拾

銭

）

Ｏ

矢

越

鰉
網

中

（
参

円

）

○
宮

木

清

吉

（
参
円

七

拾

銭

）

○
矢

越

春

立

網

中
（
七

円

）

○
桜

島

春

立
網
（
弐

円

）

○
館

脇
春

松

・
家

内

中

（
壱

円

五

拾
銭

）

〇
宮

木

清
左

衛

門

・

妻

ヨ
リ

（
壱

円

）

〇
館
脇

定

吉

・

館

脇

己
代

吉

・
矢

越

観

音

音
様

茖

壱

円

）

（
福
浦
・
長

後
・
磯

谷
・
両

佐
井
・
原

田
・
大

奥

村

の
分

け

次

号

こ



赦
育
だ
よ
う

第
一
回
全
国
ホ
ー
プ
ス

北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
大
会

（
八
月
十
一
日
・
十
二
日

青
森
市
）

男

子

優

勝

男
子
の
部

一
回
戦

佐
井
小
３
対
Ｏ
牛
島
（
秋
巴

二
回
戦

佐
井
小
３
対
Ｏ
城
北
（
山
形
）

三
回
戦

佐
井
小
３
対
Ｏ
色
麻
（
宮
城
）

準
決
勝

佐
井
小
３
対
Ｏ
三
浦
（
福
島
）

決

勝

佐
井
小
３
対
Ｏ
黒
石
（
青
森
）

竹
内

一
２
１
０
川
崎

辻

政
信
２
１
０
佐
藤

辻

政
信

川
崎

（

２
１
０

太
田
直
樹

佐
藤

女

子

準

優

勝

女
子
の
部

一
回
戦

佐
井
小
３
対
工
川
口
（
秋
田
）

二
回
戦

佐
井
小
３
対
Ｏ
標
津
（
北
海
道
）

三
回
戦

佐
井
小
２
対
３
い
わ
き
（
福
島
）

準
決
勝

佐
井
小
３
対
Ｏ
チ
ェ
リ
ー
（
山
形
）

決

勝

佐
井
小
・
⊥
対
３
黒
石
小
（
青
森
）

竹
内
幸
子
０
１
２
大
溝

津
田
昭
子
２
－

Ｏ
斉
藤

奥
本
順
子

斉
藤

奚

）

（

Ｏ
－

２

竹
内
幸
子

斉
藤
（
喜
）

津
田
昭
子
Ｏ
－

２
大
溝

第
十
三
回

青
森
県
小
学
生
卓
球
大
会
兼
全
日
本

ホ
ー
プ
ス
県
予
選
会
（
八
月
十
六
日
青
森
市
）

五
年
男
子
の
部

三
回
戦

大
畑
貴
樹
０
１
２
川
村
（
上
北
）

五
年
女
子
の
部

佐
井

村
中

央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

本

村

さ

ち

子

梅

干

し

て

紅

い

ち

面

に

満

右

光

り

鉢

植

え

の

ト

マ

ト

小

さ

き

実

を

結

び朝

露

に

や

や

曇

り

た

る

花

な

す

び

麭

小

屋

の

ひ

と

隅

朱

吉

立

葵

出

で

初

め

し

ば

力

口

の

土

筆

文

口

添

え
長
後
川
吟
行

浜

中

よ

ん

夏

海

の

岩

ロ

ミ

サ

ゴ

の

蹕

け

り

陽

を

浴

び

て

谷

の

ひ

と

隅

山

牡

丹

渓

水

を

蕗

の

葉

で

飲

む

し

み

通

る

五
月
十
五
日

長
後
川

石

戸

美

矢

子

山

神

の

朽

ち

し

鳥

居

に

風

薫

る

五

月

晴

ひ

と

際

枝

張

る

老

大

樹

岩

山

に

ミ

サ

ゴ

飛

び

交

う

五

月

晴

春

野

花

せ

せ

ら

ぎ

変

ら

ぬ

長

後

川

長
後
万
面
吟
行

川

岸

牛

ヨ

子

い
か
り
そ
う

俯

き

で

路

傍

に

そ

よ

ぐ

錨

草

山

路

の

葉

が

く

れ

に

咲

く

衙

草

閑

か

さ

や

我

に

反

れ

ば
ツ

ブ
ミ

萌

く

渓

の

路

音

さ

く

さ

く

と

蕗

取

女

遠

見

す

る

青

葉

蔭

よ

り

鸚

の

巣

五
旱

五
日

野
外
ミ

中

谷

サ

ッ

ヱ

虎

杖

で

味

翳

汲

み

入

れ

し

野

外

汁

菜

畑
口

低

く
海

霧

迫

り

く

る

紫

陽

花
の

ゆ

れ

る
大

輪
風

強

し

疝

雨

空
や

子

の

一
年
忌

は

や

来

た

り
五
月
十
五
日
吟
行

田

名
部

ビ
サ

初
蝶

や

人

影

見

え

ぬ
峡

の

村

緑
踏

み

背

負
い

抱
え

し

旬

の

も
の

蝌

蚪

群

れ

水
の

溜
つ

に

影

も

振
れ

鬪

や

青

ぞ

ら
炊

事

の

誅

し

み

る

五

月

腮

鍋

底

く

ろ
し

山

炊

事

陽

と

共
に

痼

ま
れ

且

逢
ほ

て
り

お

り

三
上

敝

夏

木

立
深

み

つ

つ

あ

り
過

疎
の

村

さ

ざ

め

き
の

樹

陰

回

れ

ば
落

し

文

ひ

そ

と
咲

く
花

好

み

お
リ

タ
竰

居

杳

煙
に

お

も
か

げ
求

お

一
人

盆

け

が

れ
な

百

成
人

の

日

古

旱
や

げ

口片

隨
の

ぬ

く

も
つ

残

る
坂

な
つ

き

菊

池

み
や

護

岸
成

り

浜
昼

顔

の

咲

き

茂

る

ひ

と
群

の

牧
牛

あ
り

て

霧
蔗

る

泉
田

タ
ツ

子

夜

露

う

け
黄

の

色

箝

ゆ

る
月

見

草

紫

陽

花

や
池

に

映

せ

る
花

の

影

水

平

線

漁
火

燃

え

て
連

な

れ

け

晉

く

る

蜻
の

声

背

な
で

聞

吉

雲

暗

さ
空

を

仰

げ

ば
冷

夏

雨

田

名

部

ビ
サ

鐚

の

葉

に

這
い

路
引

き

ゆ

く
蝸

牛

コ

チ

ド

リ
の

跡

か

も

知

れ

ず
浜
胆

豆曰

く

ら
し

や

信

濃

の

孫
の

は

る

か

な

り
三
月
三
日

川

岸

牛

日
子

ぼ
ん
ぼ
り

雪
洞

の

灯

明

り

揺

れ

る
立

子

の

忌

句

集
閑

じ

立
つ

厨

べ

の

春

嵐

短

歌

中

谷

サ
ツ

ヱ

見
上

く
れ

ば
白

根

葵
の

群

竹

し
て

本

陰
に

薄

き
紫

の

花

探

鳥
ロ

ズ
ッ

ク
靴

に

て

歩

砂
し

が

川

瀬

越

え

拉
ず

背

負

れ

渡

る

川

岸

牛

日
子

夏

雲
の

湧
き

い

る
墓

参
の

丘

下

る

安

堵
の

か
れ

よ

年

だ

け
で

あ
り

炎

昼
の

幹

先

に

見
し

芦

す

だ

机

琵

琶

湖

産

と

聞

き

㈲
惹

か

打

る

五

月
鵈

の

緑

ま
ぶ

し

き
山

里

に
耳

か

た
む

け

拉

ば
黒

ツ

ブ
ミ
蹄

く

森
閑

と

日

の
注

ぎ
お

る
奥

山

回

オ

タ
マ

ジ

ャ

ク

シ
の

群

賑

わ
え

り

浜

中

よ

ん

川

辺

に

て

カ
マ

ド
作

り

で
汁

を

炊

ぎ
師

を
囲

み

つ

つ

笑

み
良

う

仲

間

島

野

房

子

白
波

を
切

り

分

け

進

心
高

速

船

そ

の
ス

ピ
ー

ド

感
の

ひ

し

ひ

と

し

て



一
回
線

宮
野
奈
々
子
０
１
２
町
屋
（
天
間
）

六
年
男
子
の
部

一
回
戦

松
谷
比
佐
志
２
－

Ｏ
小
野
（
蟹
巴

太
田
直
樹
２
－

Ｏ
高
橋
（
黒
石
）

二
回
戦

松
谷
比
佐
志
Ｏ
－

２
柳
（
弘
前
）

太
田
直
樹
２
１
０
内
田
（
原
別
）

竹
内

一
２
－

Ｏ
佐
藤
（
中
郷
）

辻

政
信
２
－

○
赤
石
（
下
前
）

三
回
戦

竹
内

一
２
－

Ｏ
西
崎
（

前
）

太
田
直
樹
２
－

Ｏ
山
崎
（
川
内
）

辻

政
信
２
１
工
岩
見
（
弘
前
）

準
々
決
勝

竹
内

一
２
－

Ｏ
今

璽
一
石
）

太
田
直
樹
２
１
０
三
浦
（
弘
前
）

辻

政
信
２
－

↓
徳
山
（
千
刈
）

準
決
勝

竹
内

一
２
－

工
太
田
直
樹

辻

政
信
２
－

Ｏ
橋
本
（
長
者
）

決

勝

竹
内

一
２
－

工
辻

政
信

六
年
女
子
の
部

二
回
戦

津
田
昭
子
２
－

Ｏ
村
松
（
横
言

奥
田
順
子
Ｏ
－

２
三
浦
（
弘
前
）

三
回
戦

津
田
昭
子
２
－

Ｏ
古
川
（
千
刈
）

奥
本
順
子
２
－

Ｏ
品
川
（
中
郷
）

四
回
戦

津
田
昭
子
２
－

Ｏ
渡
辺
（
城
ヶ
沢
）

奥
本
順
子
２
ｊ
Ｏ
佐
藤
（
千
刈
）

準
々
決
勝

津
田
昭
子
０
１
２
関
谷
（
千
刈
）

尚
、
竹
内

∵

辻

政
信
・

太
田
直
樹
・
津
田
昭
子
・
奥
本
順

子
の
五
選
手
は
、
九
月
二
十
三
日

の
全
国
大
会
第
二
次
予
選
大
会
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

第１５回

佐井村少年スポーツ大会

９月１３日 佐井中グランド

新
記
録
・
タ
イ
記
録

４
年

男
子
（
１５
秒
８
）

百
米

宮
野
達
也

巧
秒
２

”

渋
田
昌
嗣

巧
秒
４

５
年

男
子
（
１５
秒
圭

百
米

大
畑
貴
樹

巧
秒
ｔ上

女
子
（
妬
秒
旦

百
果

宮
田
絵
理
子

巧
秒
０

６
年

男
子
（
１４
秒
３
）

百
米

米
沢
幸
治

１４
秒
工

工
年

女
子
（
工
分
７
秒
圭

千
米

内
田
明
美

・
⊥
分
６
秒
０９

津
田
真
紀
子
工
分
６
秒
２３

５
年

女
子
（
２
分
７
秒
旦

六
百
米
宮
田
絵
理
子
２
分
３
秒
１４

６
年

男
子
（
３
分
１８
秒
土

千
米

米
沢
幸
治

３
分
１７
秒
３７

夫婦で子育て

経
験
と
心
の
発
達

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫

摩

武

悛

最

近
の
子

供

た
ち

の
様
子

と
、

二

十
年
前
、
三

十
年

前

に
、

自

分

た
ち
が
子

供

で

あ
っ
た
こ

ろ

と
を
比

べ
て
、

だ

い
ぶ

変
わ

っ

て
し
ま

っ
た
と
思

う
親
は

た
く

さ

ん

い
る
と
思

い
ま

す
。

た
と
え

ば
、
子

供
の

数
が
少

な

く

な
っ
た
、

病
気

を
し

な
く
な

っ

た
、

遊
び
方

が
変

わ
っ
て
き
た
、
お

も
ち

ゃ

が
豊

富

に
な
り

高
価

に
な

っ
た

、
塾

や

お
け

い
こ

ご
と
な

ど

で

多
忙

に
な
っ
た

な
ど
、

た
く

さ

ん
の

こ
と

が
あ

げ
ら
れ

る
で

し
ょ

う
。
祖

父
母

と
の
接

触

が
少

な
く

な

っ
た
と

か
、
け

ん

か
を
し

な
く

な
っ

た
と

い
う
特

徴
を
あ

げ
る
親

も

い
る
で

し
ょ

う
。
す

べ
て

曵
在

の
子
供
た
ち
に
一
般
的
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
ご
承
知
の
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
よ
そ
の
家
庭

に
行
っ
た
り
、
よ
そ
の
人
が
自
分

の
家
に
く
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
叔

父
さ
ん
、
叔
母
さ
ん
の
家
に
泊
ま

り
が
け
で
遊
び
に
行
き
。
い
と
こ

だ
ち
と

縉
に
生
活
す
る
と
い
う

経
験
で
す
。
都
市
の
大
学
生
に
幼

稚
園
か
小
学
校
の
こ
ろ
に
、
こ
の

よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
と
質
問
す
る
と
、
わ
ず
か

一
〇
％
程
度
の
も
の
が
肯
定
的
な

返
事
を
し
た
だ
け
で
し
た
。

い
ま
の
親

た
ち
の

世
代

に
は
も

っ
と
多

か
っ
た
と
思

い
ま
す

。
自

分

の
家

に
親
類

の
人

が
泊
ま

り
に

く

る
と

い
う
こ
と

も
あ
り

ま
し
た
。

い
ろ

い
ろ

な
話
を
聞

く
機

会

が
め

っ
た
も
の
で

す
。
現

在
の
主
婦

た

ち

が
多
忙

に
な

っ
た
こ
と
、

ホ
テ

ル
が
広
く
普
及

し
た

こ
と
、
親
類

や
知
人

と
の

つ
き
合

い
を
煩

わ
し

い
と
思

う
人

が
増
え

た
と

い
う
事

情
ダ

こ
れ
ら
の
機
会
を
少
な
く

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
こ

と
の
よ
う
で
す
が
、

親
、
兄
弟
以
外
の
人

と
親
し
く
接
す
る
こ

と
、
言
葉
を
変
え
て

言
え
ば
、
多
様
な
人

間
関
係
を
も
つ
こ
と

は
子
供
の
心
の
発
達

に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

同
じ
三
十
代
の
男
性
で
も
父
親
と

あ
の
叔
父
と
は
ど
こ
が
違
う
か
、

あ
の
叔
母
の
家
と
自
分
の
家
と
ぱ

雰
囲
気
が
ど
う
違
う
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
親
類
の
人
の
前

で
は
、
子
供
で
も
自
分
を
よ
く
見

せ
よ
う
と
努
め
ま
す
。
言
っ
て
い

い
こ
と
と
い
け
な
い
こ
と
の
け
じ

め
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し

て
習
得
さ
れ
ま
す
。
家
庭
を
単
調

で
、
閉
鎖
的
々
も
の
に
し
な
い
で

子
供
の
年
齢
に
応
じ
て
経
験
の
範

囲
を
拡
大
す
る
よ
う
に
す
る
配
慮

が
親
に
は
期
待
さ
れ
る
の
で
す
。



保 健 婦 だ より

力沁 ばれ育ちざかり

＝幼児期の発達と

むし歯予防＝

子
ど
も
は
心
身
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
発
育
し
ま
す
。
ま
た
運
動
、

生
活
面
で
の
成
長
も
著
し
く
健
康
生
活
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
る
時
期
で
す
。

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
健
康
に
育
つ
こ
と
は
、
家
族
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体
の
幸
福
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
将
来
す
こ
や
か
で
明
る
い
人
生
を
送
る
た
め
に
も
こ
の

時
期
の
健
康
づ
く
り
は
き
わ
め
て
大
切
な
問
題
で
す
。

な
お
、
大
人
と
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
の
違
い
は
、
子
ど
も
の
場
合
は

両
親
を
は
じ
め
家
族
全
員
が
協
力
し
て
健
康
づ
く
り
の
環
境
を
整
え
る
よ

う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

①
日
本
は
む
し
歯
王
国
と
い
わ
れ

て
い
る

目
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
む
し

歯
が
世
界
一
多
い
の
で
す
。
佐
井

村
に
お
い
て
も
匸
成
６
ヶ
月
の
歯

科
検
診
で
は
全
然
む
し
歯
が
な
い

の
に
比
べ
て
、
三
歳
に
な
る
と
９３

％
の
子
ど
も
が
む
し
歯
を
も
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
上
、
一
人
の
子
ど
も
の
む

し
歯
の
数
が
と
て
も
多
く
て
、
三

歳
で
８
・
９
本
も
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
大
き
く
な

る
時
期
の
子
ど
も
た
ち
の
歯
が
、

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

ど
う
し
て
、
子
ど
も
だ
も
の
歯

が
こ
ん
な
に
、
む
し
歯
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

⑧
子
ど
も
の
む
し
歯
は
お
と
な
が

つ
く
る

子
ど
も
は
甘
い
物
が
好
き
だ
か

ら
、
ほ
し
い
だ
け
与
え
る
の
が
よ

い
と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
多
い
の
で
す
。

お
母
さ
ん
と
買
い
物
し
な
が
ら

テ
レ
ビ
を
み
な
が
ら
、
お
茶
の
み

し
な
が
ら
、
寝
る
前
に
も
、
お
菓

子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
る
子

が
大
勢
い
ま
す
。

ま
た
、
お
と
な
の
都
合
で
子
ど

も
に
甘
い
物
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

も
、
と
て
も
多
い
の
で
す
。
忙
し

い
時
に
子
ど
も
が
お
し
や
べ
り
に

き
た
り
、
大
声
で
泣
い
た
り
す
る

と
、
口
封
じ
に
お
菓
子
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

③
む
し
歯
を
防
ぐ
、
お
や
つ
の
与

え
方
お
や
っ
も
虫
歯
に
な
ら
な
い
与

え
方
が
大
切
で
す
。

士上
甘
い
も
の
は
で
き
る
だ
け
さ

け
る
（
甘
味
の
多
い
菓
子
類

や
合
成
着
色
料
な
ど
の
添
加

物
を
使
っ
た
飲
み
も
の
）

２
食
事
前
に
は
与
え
な
い

１０月の保健事業
（
１０
月
１０
日
）

目
の
愛
護
デ
ー

２日脂 イ ンフルエンザ予防
５日㈲
］
接種（学校）

マ囗（水）三種混合予防接種

（第一期２回目

第二期もれ）

噐 仁 ㈲
）大 指導

１０日（土）食生活改善推進員養

成教育講座

（体力づくりと運動）

１３日㈹ 福浦成人病教室

１４日水 インフルエンザ予防

接種

拓日（金）
１９日旧
］
結核二次検診

２１日困

２４日（土）佐井村健康展

２５日（日）
］
（農業研修センター）

２８日（水）インフルエンザ予防

接種

２９日休）乳児相談

（離乳食調理実習）

３０日脂 磯谷成人病教室

子どものうち４人に１人は自由におやつを食べている

おやつの内容、時間、量は



３
与
え
る
量
を
決
め
る

お
や
っ
の
回
数
や
量
が
多
す

ぎ
る
と
、
食
事
の
と
き
に
空

腹
感
が
な
い
の
で
、
好
き
で

な
い
食
物
を
食
べ
な
く
な
り

偏
食
や
む
ら
食
い
、
わ
が
ま

ま
を
助
長
し
、
か
ら
だ
に
も

悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

４
時
間
を
決
め
て
与
え
る
。

タ
ラ
タ
ラ
食
べ
さ
せ
な
い
。

時
間
を
決
め
ず
に
タ
ラ
タ
ラ

と
与
え
て
い
る
と
、
囗
の
中

は
常
に
よ
ご
れ
っ
ぱ
な
し
で

細
菌
の
活
動
を
さ
か
ん
に
し

て
む
し
歯
を
招
き
ま
す
。

５
お
菓
子
は
袋
ご
と
与
え
な
い

よ
う
に
す
る
。

６
外
出
時
は
水
筒
を
持
た
せ
、

食
後
う
が
い
を
さ
せ
る
。

７
「
お
や
つ
」
の
後
は
歯
み
が
き

を
約
束
さ
せ
る
。

シ
リ
ー
ズ

健

康

に

よ

い

も

の

を

食

べ

て

い

ま

す

か

①

「
大
豆
は
な
ぜ
畑
の
肉
か
」

「
医
は
食
な
り
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
基

本
は
、
ま
ず
ふ
だ
ん
か
ら
食
事
に

気
を
使
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る

健
康
食
品
と
呼
ば
れ
る
特
別
の
も

の
で
は
な
く
、
ご
く
身
近
に
あ
っ

て
簡
単
に
手
に
入
り
、
何
げ
な
く

毎
日
食
べ
て
い
る
食
品
の
な
か
に

成
人
病
を
防
ぎ
、
か
ら
だ
に
と
っ

て
有
効
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
生
活
に
取
り
入
れ
れ
ば
、
健
康

を
保
つ
ひ
と
つ
の
手
だ
て
に
な
り

ま
す
。
今
回
よ
り

。
シ
リ
ー
ズ
”
と
し

て
、
は
つ
ら
つ
食
生
活
に
つ
い
て

載
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
と
し
て
、
「
大
豆
は

な
ぜ
畑
の
肉
か
」

大
豆
は
品
種
が
数
多
く
、
色
は

黄
、
緑
、
黒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

肉
食
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代

の
主
要
な
た
ん
ぱ
く
源
と
し
て
日

本
人
の
健
康
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

み
そ
、
し
よ
う
ゆ
、
納
豆
な
ど
の

大
豆
製
品
も
含
め
て
、
そ
の
効
用

は
大
き
く
現
代
人
に
と
っ
て
は
、

肉
以
上
の
健
康
食
品
と
も
い
え
ま

す
。
①
効
用
・
肥
満
・
動
脈
硬
化
・
老

化
防
止
・
が
ん
予
防

吉
旦
は
、
”畑
の
肉
”
と
ま
で
い

わ
れ
る
ほ
ど
に
良
質
の
た
ん
ぱ
く

質
を
４０
％
も
含
ん
で
い
ま
す
。
大

豆
た
ん
ぱ
く
は
、
肉
な
ど
の
動
物

性
た
ん
ぱ
く
と
ち
か
っ
て
、
血
管

を
し
な
ぞ
か
に
し
、
弾
力
性
を
高

め
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
血
管
が

し
ょ
う
ぶ
に
な
っ
て
脳
卒
中
な
ど

の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

Ｊ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
働
き
を
持
つ

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
レ
ミ
チ
ン
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
レ
ミ
チ
ン
は

せ
っ
け
ん
が
油
を
水
に
と
か
す
原

理
で
血
管
壁
に
沈
着
し
た
＝
レ
ス

テ
ー
ル
を
と
り
の
ぞ
い
て
く
れ
ま

す
。ま
た
、
体
内
の
脂
肪
の
代
謝
を

早
め
、
脂
肪
が
肝
臓
に
必
要
以
上

に
、
た
ま
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

つ
ま
り
、
肥
満
、
動
脈
硬
化
、
が

ん
、
老
化
な
ど
現
代
人
が
最
も
恐

れ
て
い
る
病
気
を
予
防
し
て
く
れ

る
の
で
す
。

②
料
理
・
大
豆
は
栄
養
豊
富
な
食

晶
で
す
が
、
消
化
が
悪
い
の
で

大
豆
製
品
と
し
て
、
き
な
粉
・

豆
腐
・
ゆ
ば
・
納
豆
・
み
そ
・

し
よ
う
ゆ
な
ど
に
し
て
多
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

お

や

つ

の

効

果

的

な

与

え

方

幼
児
期
に
は
、
三
回
の
食
事
だ
け
で
は
十
分
に
栄
養
素
を
み
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
目
安
と
し
て
一
日
の
摂
取

干
不
ル
ギ
ー
の
１０
～
２０
％

程
度
を
お
や
っ
で
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
単
品
で
与

え
る
の
で
は
な
く
二
大

二
種
類
組
み
合
わ
せ
て
与
え
た
方
が
効
果
的
で
す
。



税
務
だ
よ
り

財産をもらったら個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と

き
に
は
、
も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
一
定
の
要
件

に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
贈
与
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
夫
婦
の
間
で
居
住
用
不
動
産
な

ど
の
贈
与
が
あ
っ
た
と
き
…
…
…

：
兪

高
一
千
万
円
の
配
偶
者
控
除

が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
父
母
ま
た
は
祖
父
母
か
ら
住
宅

取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
と
き

…
…

…
一一一
百

万

円

ま

で

贈
与

税

は

か

か
り

ま

せ
ん

。

○
特
別

障

害
者

の
生

活

費
な

ど
に

充

て

る

た

め
に

、

特

別

障

害
者

を

受

益

者

と
す

る
財

産

の

信
託

が
あ

っ

た
と

き

…
…

…
一一
一
千
万

円

ま
で

は
贈

与

税

が

か

か
り

ま

せ

ん
。

な

お

、

こ

れ

ら
の

適

用

を
受

け

る

た
め

に

は

、

一
定

の

手

続

き

が

必
要

で

す
。

詳
し

く

は

、
最

寄

り

の

税

務
相

談
室

や

税

務

署

に

お
尋

ね

く

だ

さ

い
。

財産を相続したら相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
、
亡
く

な
っ
た
人
（
被
相
続
人
）
の
財
産

を
も
ら
っ
た
人
（
相
続
人
）
に
は

相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

相
続
税
の
申
告
は
、
被
相
続
人

が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
六
か

月
以
内
に
、
被
相
続
人
の
居
所
地

の
税
務
署
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
も
申
告
期

限
と
同
じ
日
ま
で
に
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

国

民

年

金

制

度

推

進

月

間

に

つ

い

て

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で

あ
り
、
老
齢
、
障
害
、
死
亡
に
つ

い
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の

「
基
礎
年
金
」
を
支
給
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
ま
す

ま
た
、
こ
れ
ら
基
礎
年
金
の
給

付
に
要
す
る
費
用
は
、
国
民
み
ん

な
が
公
平
に
負
担
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
年
金
の
加
入
者
を
除
い
て
、

現
在
四
十
六
万
人
が
加
入
し
、
万

が
一
の
事
故
や
老
後
の
生
活
に
備

え
て
い
ま
す
。

受
給
者
数
も
十
九
万
六
千
人
と

な
り
、
昨
年
度
の
年
金
支
給
総
額

は
六
百
八
十
五
億
円
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
定
着

し
て
き
た
国
民
年
金
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
掛
け
忘
れ
の
た
め
に

年
金
を
受
け
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

十
月
は
国
民
年
金
制
度
の
推
進

月
間
と
し
て
、
制
度
に
対
す
る
正

し
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
積
極
的

に
求
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
ご
自
身

の
国
民
年
金
を
も
う
一
度
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

の

任

意

加

入

制

度

に

つ

い

て

長
い
間
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
し
て
保
険
料
を
掛
け
て
き
て

六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
と
る
喜
び
は
、

格
別
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
加
入
期
間
が

な
が
い
た
め
、
そ
の
と
き
と
き
の

都
合
に
ょ
っ
て
、
一
部
保
険
料
の

免
除
期
間
や
未
納
期
間
が
生
じ
、

満
額
の
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
は
、
昨
年
の
四

月
に
国
民
年
金
法
の
大
幅
改
正
の

際
に
新
設
さ
れ
た
六
十
筬
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
し
た
、

高
齢
任
意
加
入
制
度
を
活
用
し
、

満
額
の
年
金
に
近
づ
け
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
六
十
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

か
ら
除
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
六

十
五
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
任
意

加
入
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
の
被

保
険
者
、
共
済
組
合
の
組
合
員
、

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け

て
い
る
方
は
、
任
意
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

（
注
）老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
満
額

に
な
る
加
入
期
間
を
超
え
て
高

齢
任
意
加
入
を
し
て
も
、
そ
れ

以
上
年
金
額
が
多
く
な
ら
な
い

の
で
、
高
齢
任
意
加
入
す
る
期

間
に
つ
い
て
は
、
役
場
民
生
相

談
課
国
民
年
金
の
係
に
よ
く
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

１ ０ 月 ３ １ １ヨ は

村 県 民 税（ ３ 期 ）

固 定 資 産 税 （ ３ 期 ）の

納 期 限 で す 。

一納期内納付にご協力ください＝＝



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交
通
安
全
家
族
会
議
坪

谷

政

道
さ
ん
宅

家
族
構
成
祖
父

政
道

回

成

祖
母

（

ル
エ
回

成

父

昭

二

４４
歳

母

（

ツ
コ
３８
歳

子

孝

中
二

会
、
こ
ん
ば
ん
わ
。
お
忙
し
い
所

失
礼
し
ま
す
。

母
、
ご
苦
労
さ
ま
。
さ
あ
上
っ
て

く
だ
さ
い
。

賍
、
去
年
、
大
間
温
泉
で
の
交
流

会
で
や
っ
た
悪
徳
商
法
の
劇
見

ま
し
た
か
。

祖
父
、
見
た
見
た
。
よ
か
っ
た
の
。

た
い
し
た
参
考
に
な
っ
た
。

賍
、
そ
れ
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
五

万
円
で
着
物
を
買
わ
さ
れ
た
人

が
あ
り
ま
し
た
。

祖
母
、
や
あ
、
気
の
毒
だ
っ
た
の
。

会
、
お
姉
ち
ゃ
ん
元
気
で
ま
す
か
。

母
、
元
気
で
や
っ
て
ま
す
よ
。
働

き
な
が
ら
学
校
へ
行
っ
て
る
し

て
、
忙
し
い
み
た
い
だ
よ
。
そ

れ
で
も
部
活
も
や
っ
て
い
る
み

た
い
だ
よ
。
月
に
四
・
五
回
も

手
紙
く
る
ん
だ
よ
。

会
、
感
心
だ
こ
と
。
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
よ
う
た
ね
。
と
こ

ろ
で
兄
さ
ん
は
。

母
、
今
ズ
ッ
ク
洗
っ
て
い
る
ん
だ

い
。
自
分
で
何
で
も
や
る
し
。

こ
っ
ち
さ
来
せ
。

賍
、
た
い
し
た
も
ん
だ
な
あ
。
家

庭
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

悪
く
な
ら
な
い
も
の
だ
。

会
、
お
じ
い
さ
ん
は
自
転
車
に
乗

る
み
た
い
だ
ね
。

祖
父
、
乗
る
ん
だ
い
。
で
も
冬
場

は
乗
ね
。
す
べ
っ
て
危
な
い
し

て
の
。

祖
母
、
夕
飯
食
べ
れ
ば
外
さ
出
ね

し
て
、
夜
乗
る
こ
と
ね
の
。

賍
、
青
森
県
は
飲
酒
運
転
が
多
い

ん
だ
よ
。
酒
の
量
だ
ば
秋
田
県

が
一
番
だ
け
ど
、
青
森
県
は
飲

ん
で
運
転
す
る
の
が
一
番
だ
の
。

毋
、
う
ち
の
子
、
小
さ
い
時
に
酒

飲
む
人
は
免
許
取
ら
れ
な
い
か

と
思
っ
て
、
わ
酒
飲
ま
ね
、
犬

き
く
な
っ
て
運
転
し
た
い
し
て
、

と
言
っ
た
ん
だ
い
。

子
、
小
さ
い
時
に
父
さ
ん
か
ら
聞

い
だ
ら
、
酒
飲
む
し
て
免
許
取

ら
ね
っ
て
言
っ
た
も
の
。
免
許

あ
る
人
は
酒
飲
ま
な
い
か
と
思

っ
て
た
。

母
、
こ
の
前
の
百
石
町
の
飲
酒
運

転
の
事
故
だ
ば
悲
惨
だ
っ
た
の
。

家
族
の
人
た
ち
、
な
ん
ぼ
心
配

し
た
べ
の
。
大
変
だ
っ
た
べ
の
。

会
、
そ
う
で
す
ね
。「
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
。
乗
る
な
ら
飲
む
な
ご
と

け
じ
め
を
つ
け
な
い
と
。
運
転

者
と
し
て
の
心
構
え
を
持
た
な

い
と
ね
。
孝
君
、
大
き
く
な
っ

て
も
、
そ
れ
を
守
っ
て
ね
。

今
日
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

テント村を開催して

会長松 谷 三 枝

７ 月２５日、２６日の両 日にわ

た り願掛公園で交通安全テン

ト村を開催しました。

大間警察署、役場 、大間高

校のボランティア グループ８

人の協力 をいただき、観光客

に交通安全祈願のマスコット

や観光パンフレットを配布。

「安全運転を」「気 をつけて」

との呼びかけに、ドライバー

も満足気 でした。

母の会 では、これからも交

通死亡事故ゼロ２千 日をめざ

し頑張って行きます。

高木八太郎さん、奥本英文

さん、山崎アイ子 さん、がん

かけ食堂さんのご協力どうも

あ りがとうござい ました。

交 通 事 故 の ご 相 談 は

お 気 軽 に ど う ぞ

無 料 で ご 相 談 に 応 じ て お り ま す

午前９ 時半～午後４時４０分（平日 ）

土曜日 は正午まで廴第２・第３土曜日は休みます）

○専門の相談員が親身になって二ご相談に応じます

○弁護士相談日：毎月第４水曜午後１時～４ 時

社 団法 人 日 本 損 害 保 険 協 会

青 森 自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン タ ー

青森市中央一丁目２３－５

明治生命青森中央ビル５階（市役所東寄り１００ｍ位）

青森調査事務所内

００１７７―２２―１０２５（直通）０１７７－７６－４３９１

電 話 の ご 相 談 も お 受 け し ま す



森
林

所
有

者

心
み

な

さ
ん
へ

＝
補
助
事
業
で
あ
な
た
の

歟

作
は
よ
み
が
え

る
＝

こ
の
た
び
佐
井
村
で
は
、
間
伐

促
進
総
合
対
策
事
業
に
続
い
て
、

森
林
総
合
整
備
事
業
の
指
定
を
受

け
、
地
域
の
民
有
林
及
び
部
分
林

の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
杉
、
松
な
ど
の

植
栽
作
業
の
ほ
か
に
、
下
刈
、
除

伐
、
雪
起
し
、
間
伐
な
ど
の
一
連

の
保
育
作
業
を
実
施
し
た
場
合
に

高
率
の
補
助
金
が
交
付
に
な
り
ま

す
。
こ
の
際
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
所
有
山
林
の
手
入
れ
を
実
施

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
事
は
、
役
場
農
林
経
済
課
ま

た
は
非
通
地
方
森
林
組
合
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。霓
二
四
－

二
五
二
〇

海

技

免

状

の

更

新

を

忘

れ

ず

に

昭
和
五
十
八
年
の
船
舶
職
員
法

の
改
正
に
上
り
、
海
技
免
状
の
更

新
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

海
技
免
状
を
受
有
し
て
い
る
人

は
、
免
状
の
有
効
期
間
満
了
日
以

前
一
年
の
間
に
更
新
の
手
続
き
を

と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
東
北
運
輸
局
萱
○
二
二
－

三
六
ご
丁

二

天

八
ま
た
は
東
北

運
輸
局
八
戸
海
運
支
局
昔
○
一
七

八
－

三
ご
丁

一
四
一
〇
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
芒
い
。

自

衛

官

採

用

案

内

若
い
力
と
情
熱
を
、
将
来
性
の

あ
る
安
定
し
た
処
遇
と
、
実
力
主

義
の
職
場
で
あ
る
「
自
衛
隊
」
へ
、

Ｏ
資
格
は
、
十
八
筬
か
ら
二
十
五

労 働 衛 生 週 間

１０
月
１
日～
１０
月
７
日

・●スローガン●・・

ととのえよう職場の環境

進めよう心と体の

健康づくり

お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、

仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で

す
か
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る

さ
と
を
結
心

み
な
さ
ん
と
の
か

け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写

真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

雇
用

保
険
の
特

例
一
時
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
、

季
節
的
あ
る
い
は
短
期
就
労
を
常

態
と
し
て
、
同
一
事
業
所
に
二
回

連
続
し
て
一
年
未
満
の
期
間
で
雇

用
さ
れ
、
か
つ
離
職
の
期
間
が
極

め
て
短
い
（
再
入
職
ま
で
三
十
日

未
満
）
期
間
で
入
離
職
を
繰
り
返

し
、
そ
の
離
職
の
都
度
、
特
例
一

時
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合

を
除
き
原
則
と
し
て
以
後
は
（
同

一
事
業
所
に
続
け
て
三
回
目
加
古

特
例
一
時
金
で
は
な
く
、
基
本
手

当
等
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
以
下
基
本
手
当
等
の
対
象

に
な
る
場
合
と
、
特
例
一
時
金
の

対
象
に
な
る
場
合
を
例
示
し
ま
し

た
。こ
の
措
置
は
、
同
一
事
声
所
に

お
け
る
連
続
三
回
目
の
資
格
取
得

日
が
昭
和
６２
年
１０
月
工
日
以
降
の

者
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
な
お
、
例
一
、
例
二
の
場
合
で
、

雇
用
さ
れ
た
日
に
お
い
て
６５
歳
以

上
の
方
は
、
高
年
齢
者
の
任
意
加

入
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
被
保
険

者
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

◆
特
例
一
時
金
と
基
本
千
当
の
受

給
要
件
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

下
表
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
む
つ
公
共
職
業
安
定
所

（

酋
二
二
－

匸
一
三
コ

の
雇
用
保

険
担
当
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



歳
未
満
の
男
子
及
び
女
子
。

Ｏ
給
与
は
、
初
任
給
一
一
〇
、
二

〇
〇
円
の
ほ
か
、
各
種
手
当
と

壬

二
回
の
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
年
一
回
昇
給
し

ま
す
。
食
事
、
宿
舎
費
、
被
服

類
は
無
料
で
す
。

Ｏ
身
分
等
は

・
特
別
職
国
家
公
務
員
で
す
。

∴

石

年
以
上
で
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

・
自
衛
隊
病
院
、
隊
内
医
務
室

等
衛
生
施
設
が
整
備
さ
れ
、

健
康
管
理
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。

・
公
務
上
の
災
害
に
つ
い
て
、

補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
志
願
を
す
る
に
は
、

・
志
願
希
望
の
詳
し
い
資
料
が

必
要
な
方
は
、
役
場
民
生
相

談
課
ま
た
は
む
つ
募
集
事
務

所
（
三

丁

七
四
八
四
）
へ

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

半

島

振

興
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

が

開

催

さ

れ

ま
す

津
軽
半
島
及
び
下
北
半
島
地
域

の
半
島
振
興
計
画
は
、
去
る
七
月

二
十
一
日
付
け
で
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

半
島
振
興
計
画
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
国
、
県
、
地
元
、
民
間
が

協
力
し
て
そ
の
広
域
的
、
一
体
的

振
興
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
半
島
地
域
活
性
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民

に
対
す
る
啓
蒙
を
図
り
、
地
域
振

興
へ
の
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
半
島
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

●
期
日

十
月
十
四
日
～
十
五
日

●
会
場

下
北
文
化
会
館

？
王
催

国
土
庁
、
半
島
振
興
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
貝

会

〈

お

わ

び

〉

九
月
号
三

ペ
ー
ジ
の
第
二
〇
〇

回
全
国
珠
算
教
育
連
盟
主
催
検
定

試
験
合
格
者
で
、
準
級
柳
田
陽
子

は
、
準
段
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

麻薬覚せい剤禍撲滅運動
（１０月１日～１１月３０日）

菊人形

菊
人
形
で
見
栄
え
が
す
る
の
は

や
は
り
武
将
や
お
姫
さ
ま
。
そ
れ

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
が
各
地
の
菊
人
形
に
よ
く
登

場
し
ま
す
。
今
年
は
も
ち
ろ
ん
伊

達
政
宗
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
あ
の
見
事

な
菊
人
形
は
ど
の
よ
う
に

し
て
作
る
の
で
し
ょ
う
か
。

毎
年
菊
人
形
を
展
示
し
て

い
る
神
社
の
例
で
す
。
人

形
の
顔
、
手
足
は
人
形
師

が
マ
ネ
キ
ン
人
形
を
作
る

よ
う
な
手
法
で
作
り
ま
す
。

体
は
、

。菊
師
″
と
呼
ば

れ
る
技
術
煮
が
作
り
ま
す
。

竹
ひ
ご
を
、
わ
ら
で
巻

い
て
親
指
く
ら
い
の
太
さ
に
し
、

そ
れ
で
、
体
の
線
を
作
り
、
さ
ら

に
檜
の
葉
を
全
身
に
つ
け
て
ふ
く

ら
み
を
出
し
ま
す
。
菊
は
土
か
ら

掘
り
上
げ
て
、
水
に
ひ
た
し
た
水

ご
け
で
根
を
包
み
ま
す
。
根
は
体

の
中
に
納
め
る
の
で
、
外
部
か
ら

は
見
え
ま
せ
ん
。

菊
の
花
は
一
週
間
く
ら
い
し
か

も
ち
ま
せ
ん
か
ら
、
会
期
中
に
取

り

替
え

る
こ
と

に
な
り
ま

す

。
こ

の
作
業
は

夜
に
や

る
こ
と

も
あ
り
ま

す
が
、

最

近
は
、
「
着
せ

替
え
中

」

と

看
板
を

出
し

て

観
客
の

前
で

や

る
と
、
か
え

っ
て

親
し

ま
れ
、

喜
ば

れ
る
そ

う
で

す
。

と
こ
ろ
で
、

昔
は
菊

作

り

と
い
う
と
、

ご
隠

居
さ

ん

の
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、

最
近
の
高
齢
者
は
仕
事
と
趣
味
の

両
方
に
意
欲
を
持
っ
て
い
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
十
月
は
「
高
年

齢
者
雇
用
促
進
月
間
」
で
、
東
京

で
高
年
齢
者
雇
用
促
進
大
会
が
開

か
れ
る
ほ
か
、
各
地
で
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
力
あ
る
社

会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
国
民
み

ん
な
が
、
高
齢
者
の
仕
事
に
理
解

を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。



暮 らしの 中 で 行 政 に 対 する

「意 見・苦 情 ・要 望 」は

ありません か

総務庁青森行政監察事務所

青森市新町二丁目４－２５

「行政苦情１１０番ｊ２５０１７７（３５）１１００

総
務

庁

で

は

、
行

政

相

談
制

度

に

つ

い
て

、

広

く

み
な

さ
ん

の

ご

理

解

と
認

識

を
深

め
て

い
た

だ
く

た

め
、

全

国

一

斉

に
来

る

十
月

十

一
日

か
ら

十

七

囗
ま

で

を

「
行

政

相

談
週

間

」

と

定

め
、

こ

の
間

い

ろ

い
ろ

の
行

事

を
実

施

い
た
し

ま

す

。役
所

の

仕

事

に
関

し

て

・

お
困

り

に
な

っ

て

い

る
こ

と

・
納

得

の

い

か
な

い
こ

と

・
希

望

し

た

い
こ

と
な

ど

が
あ
り

ま

し

た
ら
、「
無

料
」

で
「

迅
速

」
に
、
し

か
も
「

秘

密

」

を
守

り

、

親
身

に
相

談

に
応

じ

て

お
り

ま

す

の

で

、
当

事

務
所

ま

た

は
佐
井

村

の
行

政

相

談
委

員

ま

で

お
気

軽

に

お
申

し

出

く

だ
さ

い
。

●
行

政
相

談
委

員

大
石

健

次

郎

佐

井

村
字

長

後
六

番

地

霓

二
八
－

五

四
二

二

●
次
の
場
所
で
行
政
相
談
所
を
開

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日

時

十
月
十
二
日
（
月
）

午
前
九
時
～
午
後
三
時

場

所

佐
井
村
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
（
和
室
）

●
十
月
十
二
日
の
行
政
相
談
所
開

設
日
に
相
談
で
き
な
い
方
や
、
福

浦
、
牛
滝
地
区
の
方
は
、
事
前
に

行
政
相
談
委
員
へ
電
話
連
絡
し
て

く
だ
さ
れ
ば
個
別
相
談
、
地
区
別

相
談
の
日
程
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

●
行
政
相
談
と
は
、
例
え
ば
年
金

登
記
、
社
会
保
険
、
労
働
保
険
、

生
活
保
護
、
道
路
、
公
害
、
教
育

鉄
道
、
電
話
な
ど
の
相
談
で
す
。

●
行
政
相
談
委
員
不
在
の
場
合
は

役
場
民
生
相
談
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

「

ピ

リ

ツ

／

」
と

電

気

を

感

じ

た

ら

す

ぐ

使

用

を

や

め

ま

し

よ

う

電
気
機
器
口
触
れ
ご
と
き
、「
ピ
リ
ピ
リ
ツ
ノ
」
と
電
気
を
感
じ
る

の
は
漏
電
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
ま
ま
ご
使
用
に
な
る
と
、
感

電
し
た
り
火
災
の
原
因
口
な
つ
ま
ず
。
電
気
機
器
は
、
取
り
扱
い
方

が
悪
か
っ
た
り
古
く
な
つ
ま
ず
と
、
絶
縁
が
悪
く
な
っ
て
漏
電
す
る

匸
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
七
し
、「
ピ
リ
ピ
リ
ツ
／
Ｌ
と
電
気
を
感
匸

た
已
可
ぐ
使
用
を
や
め
、
修
理
し
て
も
う
っ
必
要
が
あ
つ
ま
ず
。

「ピリッ ／」と感じたら

すぐ僂用をやめまし，４こう

満１歳になります

田中絵里佳ちゃん

（和雄・昭子）

福 浦

一戸籍の窓口
９月ＩＺ日現在

○お誕生おめでとう

小林 薫（ 透 ） 古佐井
叩畑 拓美（吉房） 矢 越
大沼真奈美（和雄） 古佐井

中村奈津子（勇孝） 大佐井
大坂 一幸（信幸） 長 後

○ご 結婚おめでとう

（能 登 大 胼 古佐井

大 岡 恵 子 横浜市
（萬 谷 雅 之 原 田

宮 木 信 子 矢 越
Ｏ山 本 喜美雄 大間町

尹 藤 弘 美 古佐井
（加 藤 文 昭 原 田
佐 藤 っぐみ 大畑町

○ おくやみ申しあげます

奥本 リエ（文男） 大佐井
越膳長五郎（喜一） 福 浦

横浜 邦夫 口 青 ） 磯 谷

８月３１日現在人口（前月比）

男 １，９６７ （十１）

女 １，９７９ （－ ２）

計 ３，９４６ （－１）

世帯数 １，１２７ （一 対
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